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政治環境
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アクティブラーニングの導入
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平成２７年３月２５日(水)
朝日新聞 朝刊



達成度テストの導入
大学入試制度の変更
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平成２６年１２月２３日(火) 朝日新聞 朝刊



教員の資質の向上
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平成２７年５月６日(水) 朝日新聞 朝刊



教育環境のＩＴ化の進展
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平成２７年６月１日(月) 中日新聞 朝刊



高等職業教育機関の創設

第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 7

平成２７年６月５日(金) 中日新聞 朝刊



国立大学、文系の見直しを
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平成２７年６月９日(火) 朝日新聞 朝刊



経済環境
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消費税のアップ

平成２６年４月に８％

平成２９年４月に１０％
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平成２７年４月１日(水) 朝日新聞 朝刊



社会環境
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教育の市場化

民間企業の参入

教育ビッグデータ
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平成２７年５月５日(火) 朝日新聞 朝刊



１８歳人口の動向
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第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 13※ （出所）文部科学省「学校基本調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

調査値 推計値

大学・短期大学への入学状況及び今後の見込み



１５歳人口の動向
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※１ 平成18～26年度…各年5月1日調学校基本調査による生徒数
※２ 平成27～35年度…平成26年5月1日県教委調小中学校在籍児童・生徒数を基礎として学年進行を見込んだ卒業者の推計数
※３ 平成36～40年度…出生数を基礎として学年進行を見込んだ卒業者の推計数

調査値 推計値

中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１(平成26年度時点の学年)

中学校卒業者の推移及び今後の見込み



学力の剥落現象について
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大田 堯 著『学力とはなにか』

国土社、1969年 国土新書

大田 堯 氏

日本の教育学者

東京大学名誉教授

都留文科大学名誉教授・元学長
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公教育と大衆の学力

（１）算数について

計算そのものは簡単であっても、そこから思考を組
みなおす必要のある問題になると三〇％台のものし
か答えられなくなる。

「人口一〇〇〇〇人の町がある。一年間二三％づ
つ人口が増すとし、二年後の人口を求めよ」という問
題は、％でひっかかって、一二％の正答率である。

一度学んだが忘れる度合の大きい問題は、比較的
原理的ものの剥落が目立つ。
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公教育と大衆の学力

（２）国語について

漢字の読みもやや抽象的なものになると、六〇％台
に落ちる。

与えられた語句を結びつけて文章に組み立てるの
も、三年程度のものでも、六〇％の正答率である。

文を構成し、日常的な自分の身のまわりを表現する
力が逆に低下するように思われる。
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公教育と大衆の学力

（３）理科について

経験的な観測だけでは捉えられない原理的な問題
等、理科の学力の土台のようなものについて、剥落
している。
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公教育と大衆の学力

 （４）総括

壮丁の学力は、その半ば以上のものが小学校四年程度
のところにとどまっている。

学力として残っているものは、日常の生活の必要から反
復利用されるものに限られる。

四則計算以外は、全てといってよいほど経験的なものを
もってしか生活していないのが大衆の数学の学力であ
る。

国語の学力などは、この点が一層はっきりあらわれてい
る。

理科に至っては、全く学力として身につく余地もないと
いってよいほど惨たんたる成績に終わっている。
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履修・獲得・剥落・活用状況等に
ついて
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履修・獲得・剥落・活用
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履修獲得 未獲得剝落獲得 剝落活用



小学校から大学まで合わせると
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「一人ひとりの子どもは賢い」という前提に立って、
教育を再生する必要がある。
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教育上の課題
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教育上の課題
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 活用率における課題

 知識・技術を獲得させるだけでは、教育として不十分である。

 獲得した知識・技術を活用して問題解決できるところまで教えることが不可欠であ
る。

 そのためには、教育内容と教育方法に関する研究活動が不可欠である。

 剥落率における課題

 「学校は学校、社会は社会」という時代は終わった。

 学校で学んだことが社会で役に立つことが教育をする上で不可欠である。

 そのためには、教育内容と教育方法に関する研究活動が不可欠である。

 獲得率における課題

 知識・技術を持っているだけでは、教育とは言えない時代になった。

 誰にでも分かりやすく獲得させることのできる教育力が不可欠である。

 そのためには、教育内容と教育方法に関する研究活動が不可欠である。



若者の力をムダにする教育の実情
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今回の報告討論会のテーマ

「建学の精神」と「社会人基礎力」と

「ＰＩＳＡ型学力」を核にして

「教育を再生する」
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各学校教育間の
縦の接続について
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各学校教育間の縦の接続について
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小学校教育

中学校教育

高校教育

大学教育

中学校教育は、小学校以下の
教育の基礎の上に展開

高校教育は、中学校以下の
教育の基礎の上に展開

大学教育は、高校以下の
教育の基礎の上に展開



各学校教育段階の対応
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各学校教育段階の対応
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本来の小学校教育
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リメディアル教育
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基礎学力のリメディアル教育

第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 34

小学校レベルの基礎学力

中学校レベルの基礎学力

高校レベルの基礎学力

大学レベルの基礎学力
連
携

連
携

連
携



学習指導要領を読んだことがありますか？
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小学校学習指導要領解説
国語編 より



これからの社会における
賢さの基盤となる基礎学力
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例① 「足し算」とは
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

2

3
+
3

5
=？



例① 「足し算」とは
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

2

3
+
3

5
=
2 × 5 + 3 × 3

3 × 5
=
10 + 9

15

=
19

15



例① 「足し算」とは
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𝑏

𝑎
+
𝑑

𝑐
=
𝑏 × 𝑐 + 𝑎 × 𝑑

𝑎 × 𝑐



例② 「-1を掛ける」とは
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 −1 × −1 =？



例② 「-1を掛ける」とは
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 −1 × −1 = 1



例② 「-1を掛ける」とは

正の数（＋） × 正の数（＋） ⇒ 正の数（＋）

負の数（－） × 正の数（＋） ⇒ 負の数（－）

正の数（＋） × 負の数（－） ⇒ 負の数（－）

負の数（－） × 負の数（－） ⇒ 正の数（＋）

第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 42



ブラックボックスの活用
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𝑏

𝑎
+
𝑑

𝑐
=
𝑏 × 𝑐 + 𝑎 × 𝑑

𝑎 × 𝑐

正の数（＋） × 正の数（＋） ⇒ 正の数（＋）

負の数（－） × 正の数（＋） ⇒ 負の数（－）

正の数（＋） × 負の数（－） ⇒ 負の数（－）

負の数（－） × 負の数（－） ⇒ 正の数（＋）



例① 「足し算」とは
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

2

3
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「足す」とはどういうことか？

１g＋３cm＝？

１m＋２m2＝？

みかん３個＋りんご２個＝？
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「足し算」は同じ種類のものでしかできない。



「足す」とはどういうことか？
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りんご３個 りんご２個

りんご
５個



「足す」とはどういうことか？
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みかん３個 りんご２個

（同じ種類ではないので）

足せない！



同じ種類

例① 「足し算」とは
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

2
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例① 「足し算」とは
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

2

3
+
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5
= 10 ×
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例① 「足し算」とは
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
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3
+
3

5
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19
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2 × 5 + 3 × 3

3 × 5
2
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「掛け算」は２種類ある

１本３mの棒を２本繫ぐと、棒の長さは？
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2 ∙ 3𝑚 = 6𝑚

○倍・「長さ」＝「長さ」 ⇒ multiple

3𝑚 3𝑚

6𝑚



「掛け算」は２種類ある
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縦２m、横３mの長方形の面積は？

2𝑚 × 3𝑚 = 6𝑚2

「長さ」×「長さ」＝「面積」 ⇒ product

3𝑚

2𝑚

2𝑚

6𝑚2



新しい概念を生む装置

 「掛け算」によって新しい概念が生まれる

 （長さ）×（長さ）＝（面積）

 （力）×（距離）＝（仕事）

 （質量）×（速度）＝（運動量）
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 「割り算」によって新しい概念が生まれる

 （距離）÷（時間）＝（速度）

 （質量）÷（体積）＝（密度）

 （部分）÷（全体）＝（割合）



名詞化も新しい概念を生む装置

形容詞・形容動詞 名詞 単位

長い 長さ m（距離）, s（時間）

速い 速さ・速度 m/s

広い 広さ m2（面積）, m3（体積）

温かい 温かさ・温度 K, ℃

重い 重さ kg（質量）

明るい 明るさ cd（光度）

強い 強さ・強度 N（力）

多い 多さ mol（物質量）

濃い 濃さ・濃度 kg/m3, mol/m3

きれいだ きれいさ ppm（濃度）, dpi（解像度）

賑やかだ 賑やかさ dB
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例② 「-1を掛ける」とは
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 −1 × −1 =？



例② 「-1を掛ける」とは

正の数（＋） × 正の数（＋） ⇒ 正の数（＋）

負の数（－） × 正の数（＋） ⇒ 負の数（－）

正の数（＋） × 負の数（－） ⇒ 負の数（－）

負の数（－） × 負の数（－） ⇒ 正の数（＋）
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例② 「-1を掛ける」とは

「反対」の「反対」は「賛成」

「ひっくり返して」「ひっくり返す」と元に戻る

「逆向き」にして「逆向き」にすると元に戻る

「回れ右」をして「回れ右」をすると元に戻る
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例② 「-1を掛ける」とは

第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 58

1-1

×(-1) は180ﾟ回転と同じ

だから (-1)×(-1) は 1 になる

0

180ﾟ＋ 180ﾟ＝ 360ﾟ



虚数 𝑖 は
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 𝑖 × 𝑖 = −1

−1 × −1 = −1



虚数 𝑖 は
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90ﾟ回転させる

1-1 0

さらに90ﾟ回転させる

90ﾟ＋ 90ﾟ＝ 180ﾟ



もう一度
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90ﾟ回転させる

1-1 0

さらに90ﾟ回転させる

90ﾟ＋ 90ﾟ＝ 180ﾟ



虚数 𝑖 は

第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 62

× 𝑖 は

180ﾟ回転と同じ

1-1 0

𝑖

−𝑖

90ﾟ回転と同じ

× 𝑖2 は

だから 𝑖2 = −1



要するに…

「−1を掛ける」とは、180ﾟ回転させること

「 𝑖 を掛ける」とは、90ﾟ回転させること
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知・徳・体・行

安城学園の『教育モデル』
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建学の精神を
核にした教育

ＰＩＳＡ型学力を
核にした教育

社会人基礎力を
核にした教育

安
城
学
園
共
通

愛知学泉
大学の
教育

愛知学泉
短期大学の

教育

安城学園
高等学校の

教育

岡崎城西
高等学校の

教育

大学幼稚園
の教育

桜井幼稚園
の教育

短大幼稚園
の教育

設
置
校
独
自
の
教
育



基礎学力とは
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専門 応用

汎用 応用 専門 基礎

汎用 基礎

基礎
Basic

応用
Advanced

汎用
General

専門
Special

基礎学力

知・徳・体・行



汎用 応用 専門 基礎

基礎学力

専門 応用

汎用 応用 専門 基礎

基礎学力

専門 応用

基礎学力とは
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汎用 応用 専門 基礎

基礎学力

専門 応用
【３階】
解決レベル

【２階】
活用レベル

【１階】
獲得レベル



基礎学力のイメージ
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考える力

読む力

聞く力

書く力

話す力

推論エンジン

ディダクション（演繹）
インダクション（帰納）
アブダクション（仮説形成）



基礎学力とは

基礎学力は、「おとな」が「おとな」の役割を果たす上で
不可欠なもの
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未来の「おとな」である現在の「こども」にとって
不可欠なものである



基礎学力の三原色について

（松本）キミ子方式

１２色の絵の具を使わせると、その１２色にとらわれてしまい、
「葉っぱは緑色」などと類型的にとらえてしまって対象をよく見
ない。
三原色で全ての色が作れるのだから、色を４色（赤・青・黄・
白）に制限しようと決意した。
そして、色の作り方は絶対に教えないという方針で子どもたち
に絵をかかせているそうです。

三原色と白だけで色を作り、描きはじめの一点を決め、その
部分からとなり、となりへと描きすすめていきます。 画用紙が
余れば切り、足りなければ足して、最後に構図を決めます。

第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 69



第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 70



第１７回 安城学園報告討論会 基調講演 71

ご清聴

ありがとうございました。


